
1,600
光ファイバ（光ファイバ（FTTHFTTH））

○加入契約数○加入契約数 13 082 69913 082 699
ブロードバンド加入契約数の推移ブロードバンド加入契約数の推移 （（08.608.6末現在、単位末現在、単位::万契約）万契約）

ブロードバンド化の進展状況

1,000

1,200

1,400

○加入契約数○加入契約数 ：：13,082,69913,082,699
○○事業者数事業者数 ：： 170170社社

ＤＳＬＤＳＬ
○加入契約数 ： 12,289,972
○事業者数 ： 48社

400

600

800

ケーブルインターネットケーブルインターネット
○加入契約数 ： 3,956,096
○事業者数 ： 385社

○事業者数 ： 48社

0

200

各種サービス加入契約数の推移各種サービス加入契約数の推移（（08.608.6末現在、単位末現在、単位::万契約）万契約）

無線（ＦＷＡ）無線（ＦＷＡ）
○加入契約数 :13,142
○事業者数 : 29社

移動電話移動電話移動電話移動電話
((携帯電話携帯電話+PHS)+PHS)

固定電話固定電話((加入電話加入電話+ISDN)+ISDN)固定電話固定電話((加入電話加入電話+ISDN)+ISDN)

ブロードバンドブロードバンド
(DSL+CATV+FTTH+(DSL+CATV+FTTH+無線無線))

注：平成１６年６月末分より電気通信
事業報告規則の規定により報告を
受けた加入者数を、 それ以前は任

意の事業者から報告を受けた加入
者数を集計。

ＩＰ電話ＩＰ電話
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ＢＳデジタルラジオ放送の事業者数の推移 ＢＳデジタル放送開始 

 

 

  
平成１２年 ＢＳ 

朝日 

合計０社 

平成２０年４月 

合計０社 

平成１９年 

平成１３年 

平成１４年 

平成１５年 

平成１６年 

平成１７年 

平成１８年 

合計１社 

合計１０社 

合計１０社 

合計１０社 

合計９社 

平成１７年９月 

廃止 

平成１７年９月

廃止 

平成１７年９月

廃止 

平成１７年９月

廃止 

合計３社 

合計１０社 

衛星デジタル

音楽放送 

（セント・ギガ） 

ＢＳ 

日本 

ＷＯＷＯＷＢＳ 

ジャパン 

ＢＳ 

フジ 

ＢＳ 

‐ｉ 

ﾋﾞｰ・ｴｽ・ｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝｽﾞ 

ＪＦＮ 

衛星放送

ミュージッ

クバード 

平成１５年１０月 

平成１５年３月 

平成１７年１１月

廃止 

平成１７年９月

廃止 

平成１７年９月

廃止 

平成１８年３月 

廃止 

ワイヤービー 

World Independent 

Networks Japan 

（ＷＩＮＪ） 

平成１６年１１月 

廃止 

平成１８年３月 

廃止 

平成１９年１１月 

認定取消 
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ＢＳデジタルデータ放送の事業者数の推移 
 

 

  

ＢＳデジタル放送開始 

平成１５年１０月 

平成１５年３月 

平成１２年 日本 

ＢＳ放送 

メディア 

サーブ 

メガポート 

放送 

ウェザー 

ニューズ 

（現：ＷＸ２４） 

日本メディア

ーク 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｷｬｽﾄ・

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

日本 

データ放送 

衛星デジタル

音楽放送 

（セント・ギガ） 
合計８社 

合計８社 

平成１３年 

平成１４年 

合計８社 

平成１５年 

合計８社 

合計７社 

平成１６年 

合計４社 

平成１７年 

平成１８年 

合計３社 

平成１９年 

放送継続中 

平成１７年９月 

廃止 

平成１６年９月 

廃止 

平成１９年９月廃止 

（平成１９年１２月テ

レビジョン放送開始）

平成２０年４月 

合計１社 

合計１社 

ワイヤービー 

平成１８年３月 

廃止 

平成１７年１１月 

廃止 

平成１７年９月 

廃止 

World Independent 

Networks Japan 

（ＷＩＮＪ） 

社団法人デジタル放送推進協

会が実施するエンジニアリン

グ・ストリーム放送は除く。
平成１９年１１月 

認定取消 
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マスメディア集中排除原則（衛星放送）の概要

12中継器
（ただし、当該衛星役務利用放送事業
者は８中継器以内）

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳデジタル放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

１／２中継器

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳ委託放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

６中継器

（ただし、当該衛星役務利用放送事業者
は４中継器以内）

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳデジタル放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

２中継器支配不可

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳ委託放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

９中継器
（ただし、当該衛星役務利用放送事業者
は６中継器以内）

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳデジタル放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

３中継器１／２中継器

→ 衛星役務利用放送事業者→ ＣＳ委託放送事業者→ ＢＳデジタル放送事業者

■ 新規参入の場合又はＣＳ放送事業者が参入する場合

■ 地上放送事業者が参入する場合

■ ＢＳ放送事業者が参入する場合

○ 一定の数の中継器相当の伝送容量以内ならば支配・参入可。
○ 当該一定の数は兼営の形態によって決定される。

４中継器

（※２）

（※１） ２分の１以下の議決権を保有することが認められている。また、認定放送持株会社制度を活用することにより１者
（１／２中継器）のみ支配することが認められている。

（※２） CSデジタル放送の円滑な立ち上がりを確保することを目的として、当分の間、認められているもの。

（※１）
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ＢＳ放送等に関するマスメディア集中排除原則の主な改正のポイント

【改正前】 【改正後】

参入主体
BSデジタル放送

東経110度CS
デジタル放送

新規参入事業者
CS放送事業者

BS放送事業者

地上放送事業者

参入先

参入主体
BSデジタル放送

東経110度CS
デジタル放送

新規参入事業者
CS放送事業者

BS放送事業者

地上放送事業者

（注） １／２以下の議決権を保有することが認められている。また、認定放送持株会社制度を活用する
ことにより１／２中継器のみ支配することが認められている。

１/２ ４

２××
（注）

４

３

２

参入先

（注）
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関連資料 
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受委託放送制度の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託放送事業者 
＝放送番組の編集主体 

受託放送事業者

＝放送局の管理・

運用主体 
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受委託放送制度の手続

放送普及基本計画

放送の計画的な普及を図るための基本的事項及び放送番組の数の目標等を規定

放送用周波数使用計画

放送番組の数の目標の達成に資することとなるように、

放送局に使用させることのできる周波数等を規定

受託放送事業者
（放送局の管理・運用主体）

放送用周波数使用計画に基づき、放送局免許を付与

【免許要件】

・財政的基礎

・技術基準適合性

・外国性の排除（1/3以上の出資制限、外国人の役員制限）

等

委託放送事業者
（放送番組の編集主体）

放送普及基本計画に基づき、委託放送業務認定を付与

【認定要件】

・財政的基礎

・マスメディア集中排除原則

・外国性の排除（1/5以上の出資制限、外国人の役員制限）

等

免 許 認 定主な規律

・番組規律（公序良俗等）

・有料放送の料金の届出等

・委託放送事業者への役務提供義務

・役務の提供条件の届出
放送番組の
送信の委託
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ＢＳ受託放送事業者の概要 
 

 

会 社 名 株式会社放送衛星システム 

設 立 年 月 日 平成５年４月１３日 

代 表 取 締 役 社 長 竹中 一夫 

主 た る 業 務 受託放送事業、アップリンク業務、全局ＥＰＧ業務 

資 本 金 １５０億円 

主 な 出 資 者 

（議 決 権 比 率） 

日本放送協会 49.9%

株式会社ＷＯＷＯＷ 19.6%

株式会社東京放送 5.6%

株式会社テレビ朝日 5.6%

株式会社ＢＳ日本 5.2%

株式会社ビーエスフジ 5.2%

株式会社ＢＳジャパン 5.2%

 

平成２０年７月 1 日現在 

B-SAT ホームページより抜粋 
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デジタル放送受信機価格帯の推移

0

20

40

60

80

100

10 20 30 40 50 60 70

実
勢
価
格
（
万
円
）

ディスプレイサイズ（型）

2004年9月

2004年9月

2008年9月

液晶

プラズマ

2008年9月

1万円/インチ

5千円/インチ

2008年9月現在

出典：大手家電量販店ホームページ 26



地
上
放
送

衛
星
放
送

ＢＳ

ＣＳ

デジタル放送開始(平成15年12月) ▲

▲
白黒開始
(昭和28年)

▲
カラー開始
(昭和35年)

▲
放送開始
(平成元年6月)

▲
放送開始
(平成4年4月)

▲
放送終了(平成10年9月）

▲
アナログ放送終了予定 (平成23年7月24日)

昭和28年
（1953）

昭和35年
（1960）

平成元年
（1989）

デジタル放送

平成12年
(2000）

平成23年
（2011）

放送のデジタル化のスケジュール（テレビジョン放送）

アナログ放送

アナログ放送

▲
アナログ放送終了予定 (平成23年7月24日)

デジタル放送
デジタル放送開始(平成12年12月) ▲

デジタル放送（東経124/128度）

デジタル放送（東経124/8度）開始(平成8年6月) ▲

アナログ放送

デジタル放送（東経110度）
デジタル放送（東経110度）開始(平成14年3月) ▲
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Source : NHK発表

1989
(H1)

1990
(H2)

1991
(H3)

1992
(H4)

1993
(H5)

1994
(H6)

1995
(H7)

1996
(H8)

1997
(H9)

1998
(H10)

1999
(H11)

2000
(H12)

2001
(H13)

2002
(H14)

2003
(H15)

2004
(H16)

2005
(H17)

2006
(H18)

総数 3,319 3,354 3,394 3,434 3,470 3,503 3,538 3,582 3,628 3,660 3,688 3,727 3,768 3,795 3,816 3,792 3,751 3,755

衛星
121 236 381 501 586 658 737 817 880 946 1,007 1,062 1,116 1,158 1,201 1,236 1,254 1,292
3.6% 7.0% 11.2% 14.6% 16.9% 18.8% 20.8% 22.8% 24.3% 25.8% 27.3% 28.5% 29.6% 30.5% 31.5% 32.6% 33.4% 34.4%

年度末：万件

1,3４２

3,7８０

年度末

万件

NHKの受信契約件数の推移

2007
(H19)

3,780
1,342
35.5%

衛 星 契 約 件 数
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BSデジタル放送（テレビ）の委託放送事業者の概要

委託放送
事業者

㈱ビーエス朝日 ㈱ＢＳ日本 ㈱ＢＳジャパン
㈱ビーエス

フジ
㈱ビーエス・

アイ
㈱ＷＯＷＯＷ

㈱スター・
チャンネル

日本ＢＳ放送㈱
ワールド・ハイ
ビジョン・チャン

ネル㈱

代 表 者 神村 謙二 小林 昂 山田 登 北林 由孝 生井 俊重 和崎 信哉 植村 伴次郎 目時 剛 三輪 圭輔

住 所
〒150-0001

東京都渋谷区
神宮前1-3-10

〒102-8644
東京都千代田
区二番町14

〒105-6005
東京都港区虎

ノ門4-3-1

〒137-8088
東京都港区台

場2-4-8

〒107-0052 東
京都港区赤坂

5-3-6

〒107-8080
東京都港区元

赤坂1-5-8

〒100-8966
東京都千代田
区永田町2-4-3

〒101-0062
東京都千代田
区神田駿河台

2-5

〒150-0001
東京都渋谷区
神宮前6-25-14

放送の種類と
認定番組数

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組

〈ﾃﾞｼﾞﾀﾙ〉

HDTV 1番組
又は

SDTV 3番組
〈ｱﾅﾛｸﾞ(ｻｲﾏﾙ）〉

SDTV 1番組

HDTV 1番組 HDTV 1番組 HDTV 1番組

認定スロット
数

24 24 24 24 24 24 15 18 15

主な放送内容
ﾆｭｰｽ、教養、娯
楽、音楽、ｽﾎﾟｰ

ﾂ等

ﾆｭｰｽ、教養、
娯楽、音楽、ｽ

ﾎﾟｰﾂ等

ﾆｭｰｽ、教養、
娯楽、音楽、ｽ

ﾎﾟｰﾂ等

ﾆｭｰｽ、教養、
娯楽、音楽、ｽ

ﾎﾟｰﾂ等

ﾆｭｰｽ、教養、
娯楽、音楽、ｽ

ﾎﾟｰﾂ等

映画、ｽﾎﾟｰﾂ、
音楽

映画 ﾆｭｰｽ、教養、娯
楽、音楽、ｽﾎﾟｰ

ﾂ等

ﾆｭｰｽ、教養、
娯楽、音楽、ｽ

ﾎﾟｰﾂ等

放送開始時期 平成12.12.1 平成12.12.1 平成12.12.1 平成12.12.1 平成12.12.1 平成12.12.1 平成12.12.1 平成19.12.1 平成19.12.1

有料／無料 無料 無料 無料 無料 無料 有料 有料 無料 無料

平成２０年１１月１日現在
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WOWOWの加入者数の推移

［WOWOW HPを元に作成(http://www.wowow.co.jp/IR/index.html)］

2007年度

２,４３８

１,４４６

９９２

・２００７年６月にデジタルの加入者がアナログを上回った。
・２００８年３月末の加入者は、デジタルが１，４４６千名、アナログが９９２千名となっている。
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東経１１０度ＣＳデジタル放送の番組一覧 （平成 20 年 11 月 1 日現在） 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

映画（９番組） 音楽（６番組） 海外ドラマ・バラエティ（４番組） 
Ch.221 東映チャンネル  C

C

C

C

C

C

h.320 安らぎの音楽と風景／エコミュージックＴＶ  

h.321 Music Japan TV  

h.322 スペースシャワーTV  

h.323 MTV  

h.324 大人の音楽専門TV◆ミュージック・エア  

h.325 MUSIC ON! TV  

C

C

C

C

h.310 スーパー！ドラマＴＶ  

h.311 AXN  

h.312 FOX  

h.314 LaLa HD 

C

C

C

C

C

C

C

C

h.222 衛星劇場  

h.223 チャンネルＮＥＣＯ  

h.224 洋画★シネフィル・イマジカ  

h.228 ザ・シネマ  

h.237 スター・チャンネル プラス  

h.238 スター・チャンネル クラシック  

h.239 日本映画専門チャンネルＨＤ  

h.240 ムービープラスＨＤ  

ＨＤ

国内ドラマ・バラエティ・舞台（５番組） 
C

C

C

C

C

h.194 インターローカルＴＶ  

h.290 TAKARAZUKA SKY STAGE  

h.291 fashiontv  

h.292 時代劇専門チャンネル  

h.293 ファミリー劇場  

アニメ（５番組） 
ＨＤ 

ＨＤ C

C

C

C

C

h.330 キッズステーション  

h.331 カートゥーン ネットワーク  

h.332 アニマックス  

h.333 アニメシアターX（AT-X)  

h.334 トゥーン・ディズニー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スポーツ（１４番組） 
C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

h.251 J sports 1  

h.252 J sports 2  

h.253 J sports Plus(ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ) 

h.254 GAORA  

h.255 スカイ・A sports＋  

h.256 J sports ESPN  

h.257 日テレG+  

h.258 フジテレビ 739  

h.259 FIGHTING TV サムライ  

h.260 ザ・ゴルフ・チャンネル  

h.262 ゴルフネットワーク  

h.801 スカチャン８０１  

h.802 スカチャン８０２  

h.803 スカチャン８０３  

ドキュメンタリー（４番組） 
Ch.340 ディスカバリーチャンネル  

Ch.341 アニマルプラネット  

Ch.342 ヒストリーチャンネル  

Ch.343 ナショナル ジオグラフィック チャンネル  

ＨＤ 総合エンターテイメント（８番組） 
C

C

C

C

C

C

C

C

h.300 日テレプラス 

h.301 ＴＢＳチャンネル  

h.302 フジテレビ 721  

h.303 テレ朝チャンネル  

h.304 ディズニー・チャンネル  

h.305 チャンネル銀河 

h.306 フジテレビＣＳＨＤ 

h.800 スカチャンＨＤ８００  

ニュース（５番組） 
C

C

C

C

C

h.350 日テレNEWS24  

h.351 ＴＢＳニュースバード  

h.352 朝日ニュースター  

h.353 BBCワールドニュース 

h.354 CNNj  

ＨＤ

ＨＤ

ガイド（５番組） 
Ch.100 ｅ２プロモ  

Ch.101 TAKARAZUKA SKY STAGE（プロモチャンネル）  

Ch.110 ワンテンポータル  

Ch.147 ＣＳ日本番組ガイド  

Ch.160 Ｃ-ＴＢＳウェルカムチャンネル  

ショッピング（３番組） 
 
 
 
 
  

娯楽・趣味（１番組） C

C

C

h.055 ショップチャンネル  

h.161 QVC(キュー・ヴィー・シー)  

h.185 プライム３６５．ＴＶ  

ＨＤ

Ch.361 ジャスト・アイ インフォメーション  

全１２中継器 ﾃﾚﾋﾞ６９番組 
〈スカパーＪＳＡＴ株式会社のホームページ等から作成〉
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http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/340.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/341.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/342.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/343.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/100.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/101.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/110.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/147.html
http://www.e2sptv.jp/prog110/channel/160.html


東経１２４／８度ＣＳデジタル放送の番組一覧 （平成 20 年 11 月 1 日現在） 

 
 

  
音楽 
（ﾃﾚﾋﾞ１１番組、ﾗｼﾞｵ 100 番組）
Ch.265 スペースシャワーTV 

Ch.266 歌謡ポップスチャンネル 

Ch.267 第一興商スターカラオケ 

Ch.268 安らぎの音楽と風景／エコミュージックＴＶ 

Ch.269 Music Japan TV 

Ch.270 ＭＴＶ 

Ch.271 大人の音楽専門TV◆ミュージック・エア 

Ch.731 MUSIC ON! TV 

Ch.732 ミュージックビデオ専門／ＶＭＣ 

Ch.736 クラシカ・ジャパン 

Ch.795 懐かし音楽★グラフィティTV／ｋｅｉｂａ 

国内ﾄﾞﾗﾏ・ﾊﾞﾗｴﾃｨ・舞台 
（８番組） 
Ch.262 シアター・テレビジョン 

Ch.275 EXエンタテイメント 

Ch.279 MONDO２１ 

Ch.325 歌舞伎チャンネル 

Ch.361 ファミリー劇場 

Ch.362 ホームドラマチャンネル 

Ch.371 エンタ！371 

Ch.718 時代劇専門チャンネル 

ＰＰＶ（３０番組） 
Ch.100 ～103 パワープラッツ 

Ch.110～115 パーフェクト チョイス110～115 

Ch.135 Vシアター１３５ 

Ch.136 CINEMA-R 

Ch.139 パーフェクト チョイス139 

Ch.160～162 スカチャン160～162 

Ch.171～174 スカチャン171～174 

Ch.176～177 スカチャン176～177 

 

アダルト（２７番組） 
Ch.100～103 パワープラッツ (PPVと重複) 

Ch.110～115 ﾊﾟｰﾌｪｸﾄ ﾁｮｲｽ (PPVと重複) 

Ch.136 CINEMA-R (PPVと重複) 

Ch.900 プレイボーイチャンネル 

Ch.901 レインボーチャンネル 

Ch.902 ミッドナイト・ブルー 

Ch.903 フラミンゴ９０３ 

Ch.904 チャンネル・ルビー 

Ch.905 ブルーチェリー（チェリーボム） 

Ch.906 みるく 906 

Ch.907 Ｓｐｌａｓｈ 

Ch.910 Zaptv 

Ch.911 Queen Bee 

Ch.912 まんぞくチャンネル 

Ch.913 パラダイステレビ 

Ch.914 ピンクチェリー（チェリーボム） 

Ch.915 イエローチェリー（チェリーボム） 

Ch.916 ダイナマイトＴＶ 

教育・資格
（ﾃﾚﾋﾞ８番組、ﾗｼﾞｵ１番組）
Ch.205 放送大学ＣＳテレビ 

Ch.248 ベネッセチャンネル 

Ch.340 InstrucTV 

Ch.343 Baby TV こどもえいごチャンネル 

Ch.500 放送大学ＣＳラジオ 

Ch.762 GROWTH＆EDUCATION 

Ch.765 子育て支援・サイエンスチャンネル 

Ch.772 ケアネットＴＶ・メディカルＣｈ． 

Ch.774 医療福祉チャンネル７７４ 
Ch.179～186 スカチャン179～186

映画（１４番組） 

Ch.260 洋画★シネフィル・イマジカ 

Ch.261 チャンネルＮＥＣＯ 

Ch.310 衛星劇場 

Ch.312 ムービープラス 

Ch.315 スター・チャンネル 

Ch.316 スター・チャンネル プラス 

Ch.317 スター・チャンネル クラシック 

Ch.318 ＦＯＸムービー★ＳＦ＆ホラー 

Ch.319 Ｖ☆パラダイス 

Ch.706 ザ・シネマ 

Ch.707 日本映画専門チャンネル 

Ch.708 東映チャンネル 

Ch.709 エキサイティング・グランプリ 

ドキュメンタリー（４番組）
Ch.321 ディスカバリーチャンネル 

Ch.370 ヒストリーチャンネル 

Ch.741 ナショナルジオグラフィックチャンネル

Ch.747 アニマルプラネット 

公営競技（１５番組） 
Ch.120 南関東地方競馬チャンネル 

Ch.380～384 レジャーチャンネル 

Ch.385 ＪＬＣプラスワン 

Ch.388～389 グリーンチャンネル 

Ch.390～394 （ｹｲﾘﾝﾗｲﾌﾞ）SPEEDチャンネル 

Ch.395 スピードプラスワン３９５ 

Ch.400～499 スターデジオ(100ch音楽ラジオ） 

アニメ（６番組） 
Ch.274 カートゥーン ネットワーク 

Ch.276 キッズステーション 

Ch.724 アニマックス 

Ch.729 アニメシアターＸ(AT-X) 

Ch.746 トゥーン・ディズニー 

Ch.751 ニコロデオン／アニメ・子どもTV 

Ch.785 MATVムービーアジア 

スポーツ（１２番組） 

Ch.282 ＥＸスポーツ  

Ch.285 スカイ・A ｓｐｏｒｔｓ＋ 

Ch.286 ザ・ゴルフ・チャンネル 

Ch.300 J sports ESPN 

Ch.301 FIGHTING TV サムライ 

Ch.302 GAORA 

Ch.303 ゴルフネットワーク 

Ch.306 Ｊ sports １ 

Ch.307 Ｊ sports ２ 

Ch.308 Ｊ sports Plus 

Ch.309 日テレＧ+ 

Ch.739 フジテレビ 739 

総合ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ（８番組） 
Ch.278 日テレプラス 

Ch.330 ＷＯＷＯＷ 

Ch.363 ＴＢＳチャンネル 

Ch.717 テレ朝チャンネル 

Ch.720 シーエスＧyaＯ 

Ch.721 フジテレビ 721 

Ch.726 関西テレビ☆京都チャンネル 

Ch.730 ディズニー・チャンネル 

海外ドラマ・バラエティ・韓流（１２番組） 

Ch.283 FOXライフ 

Ch.331 ＫＮテレビジョン 

Ch.360 スーパー！ドラマＴＶ 

Ch.372 ＬａLａ TV 

Ch.722 FOX 

Ch.723 サスペンスシアターＦＯＸＣＲＩＭＥ 

Ch.725 ＡＸＮ 

Ch.728 ミステリチャンネル 

Ch.749 アジアドラマチックTV★So-net 

Ch.755 SCI FI（サイファイチャンネル） 

Ch.791 ＫＢＳ World 

Ch.792 Ｍｎｅｔ 

ﾆｭｰｽ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ経済（１２番組）
Ch.250 ブルームバーグ テレビジョン 

Ch.251 日経CNBC 

Ch.252 BBCワールドニュース 

Ch.254 ｅ－天気.ｎｅｔ 

Ch.255 交通情報アクセス ｐｌｕｓ 天気 

Ch.256 朝日ニュースター 

Ch.257 ＣＮＮｊ 

Ch.258 ＴＢＳニュースバード 

Ch.742 Bloomberg Television[英語版] 

Ch.745 日テレＮＥＷＳ２４ 

Ch.757 ビジネス・ブレークスルー 

Ch.766 ダイワ・証券情報TV 

Ch.917 ＡＶ王 

番組案内（２番組） 
Ch.200 ＣＬＵＢスカパー！TV 

外国語放送（７番組） 
Ch.333 RECORDインターナショナル 

Ch.334 ＴＶグローボ・インターナショナル 

Ch.781 チャンネル中国 

Ch.782 ＴＶＢ大富 

Ch.783 ＣＣＴＶ大富 

Ch.784 鳳凰衛視 

Ch.787 ウィンズ・フィリピノ・チャンネル 

Ch.202 スカパー！ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝチャンネル 

ショッピング（９番組） 
Ch.217 セレクトショッピング Ch.217  

Ch.220 ショップチャンネル 

Ch.221 MALL OF TV 

Ch.222 ＱＶＣ（キュー･ヴィー･シー） 

Ch.223 コジマＴＶ 

Ch.224 ジョイショップ 224 

Ch.240 Shop 240 

Ch.242 ジャパネットスタジオ 242 

Ch.243 ジュエリーショッピング★GemsTV 

娯楽・趣味（９番組） 
Ch.216 ベターライフチャンネル 

Ch.218 ビクトリーチャンネル 

Ch.277 旅チャンネル 

Ch.280 大人の趣味と生活向上◆アクトオンＴＶ

Ch.281 食&健康バラエティ★フーディーズTV 

Ch.320 囲碁・将棋チャンネル 

Ch.753 釣りビジョン 

Ch.759 パチンコ★パチスロTV! 

Ch.777 パチ・スロサイトセブンTV 

〈スカパーＪＳＡＴ株式会社のホームページ等から作成〉 

【平成 20 年 10 月 1 日開始】 

ＨＤ番組（１５番組） 
Ch.138 パーフェクトチョイスＨＤ１３８ 

Ch.190～192 スカチャンＨＤ190～192 

Ch.626 スター・チャンネル ハイビジョン 

Ch.628 衛星劇場ＨＤ 

Ch.632 ムービープラスＨＤ 

Ch.634 日本映画専門チャンネルＨＤ 

Ch.605 J sports Plus （ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ） 

Ch.613 フジテレビＣＳＨＤ 

Ch.616 ＴＢＳチャンネルＨＤ 

Ch.617 テレ朝チャンネルＨＤ 

Ch.651 ＦＯＸ ＨＤ 

Ch.948 アダルト HD レッド 

Ch.949 アダルト HD ブルー 

全 35 中継器 テレビ 198 番組 

       ラジオ 101 番組 
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http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/100.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/110.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/135.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/136.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/139.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/160.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/171.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/176.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/179.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/180.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/260.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/261.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/310.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/312.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/315.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/316.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/317.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/318.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/319.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/706.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/707.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/708.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/709.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/785.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/785.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/282.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/285.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/286.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/300.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/301.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/302.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/303.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/306.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/307.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/308.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/309.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/739.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/265.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/266.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/267.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/268.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/269.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/270.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/271.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/731.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/732.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/736.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/795.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/400.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/274.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/276.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/724.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/729.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/746.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/751.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/262.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/275.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/279.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/325.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/361.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/362.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/371.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/718.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/278.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/330.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/363.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/717.html
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http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/726.html
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http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/722.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/723.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/725.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/728.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/749.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/755.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/791.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/792.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/216.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/218.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/277.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/280.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/281.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/320.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/753.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/759.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/777.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/217.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/220.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/221.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/222.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/223.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/224.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/240.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/242.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/243.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/321.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/370.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/741.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/747.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/250.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/251.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/252.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/254.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/255.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/256.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/257.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/258.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/742.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/745.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/757.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/766.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/205.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/248.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/340.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/343.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/500.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/762.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/765.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/772.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/774.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/120.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/380.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/385.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/388.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/390.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/395.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/333.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/334.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/781.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/782.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/783.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/784.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/787.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/100.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/110.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/136.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/900.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/901.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/902.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/903.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/904.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/905.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/906.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/907.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/910.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/911.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/912.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/913.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/914.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/915.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/916.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/917.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/200.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/202.html
http://www.skyperfectv.co.jp/prog/channel/202.html
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［スカパーＪＳＡＴ株式会社の公表資料等により作成］

単位：万件

平成20年10月末
累計334.7万件

東経１２４／８度ＣＳデジタル放送の加入件数推移
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1 
 

新たに整備する衛星デジタル放送方式の概要 

１ 新たに整備する放送方式の特徴 

 ロールオフ率を 0.1 とすること等による伝送容量の拡大 
（約 52Mbps→約 70Mbps） 

 映像の高圧縮が可能になる H.264 を採用 
 IP 伝送も利用可能とすることで通信との親和性を確保 
 従来の映像フォーマット（480i, 480p, 720p, 1080i）に加えて 1080p を追加 

 
 
 
 
 
 

 
 ※１ TLV 
  ・インターネットで用いられている IP パケットを、ヘッダ圧縮等により効率的な伝送が可能。 

 ※２ H.264 
  ・従来の MPEG-2 のおよそ半分の容量に圧縮が可能と言われている映像符号化方式。 

 

２ 新たな放送方式導入による効果と利用イメージ 

  
 

参考資料２－１ 

衛星

受信装置送信装置

伝送容量の増大・圧縮率の向上

従来： HDTV 2ch／中継器 新方式： HDTV 4ch以上／中継器

34.5MHz衛星中継器１本に多重可能な
HDTVのチャンネル数 ： 2ch程度

現 行 方 式

34.5MHz衛星中継器１本に多重可能な
HDTVのチャンネル数 ： 4ch以上

新 方 式

現行方式（ISDB-S）

1中継器当たりの伝送容量： 約52Mbps

フルHDTV1chの映像ビットレート： 約22Mbps

⇒ 52Mbps÷(22Mbps+4Mbps)/ch = 2ch

新方式

1中継器当たりの伝送容量： 約70Mbps※

フルHDTV1chの映像ビットレート： 約13Mbps

⇒ 70Mbps÷(13Mbps+4Mbps)/ch = 4ch

※変調方式：8PSK、符号化率：3/4の場合

新たな衛星デジタル放送として、多チャンネルHD放送を実現

ＣＳデジタル放送
（高度狭帯域伝送方式）

現行のＢＳデジタル放送
新たに整備する

放送方式

伝送容量
（正味の情報レート）

約45Mbps 約52Mbps 約70Mbps

多重化方式 MPEG-2 Systems
MPEG-2 Systems、

TLV※１

映像符号化方式 H.264※２ MPEG-2 Video H.264※２

映像入力
フォーマット

480/I、480/P、720/P、1080/I
480/I、480/P、

1080/I、1080/P

１ 



１ 

新たに整備する衛星デジタル放送方式の導入に係る省令改正の概要 

１ 本改正のポイント 

 標準テレビジョン放送等のうちデジタル放送に関する送信の標準方式（以下

「標準方式」という。）の 

・第５章 11.7GHz を超え 12.2GHz 以下の周波数の電波を使用する放送衛星局

の行う標準テレビジョン、高精細度テレビジョン放送、超短波放送

及びデータ放送 

・第６章 12.2GHz を超え 12.75GHz 以下の周波数の電波を使用する放送衛星局

の行う標準テレビジョン、高精細度テレビジョン放送、超短波放送

及びデータ放送 

に「高度広帯域伝送方式」の節を追加。 

 
２ 主な改正内容 
高度広帯域伝送方式を技術基準として追加。同方式の主な技術基準は以下。 

 
 

項 目 主な技術基準 

1 搬送波の変調等 

【無線設備規則第37条の

27 の 16 】 

【標準方式第 35 条の４】 

【電気通信役務利用放送

法施行規則第 15 条第 5

項】 

・周波数帯幅   ：34.5MHz 

・変調形式    ：8 相位相変調・4相位相変調 

2 分のπシフト 2相位相変調 

・シンボルレート ：32.5941Mbaud±20ppm 

・ろ波器の特性  ：ロールオフ率 0.1 

2 誤り訂正 

【標準方式第 35 条の 5、

35 条の 6】 

・誤り訂正は、低密度パリティ検査符号（ＬＤＰＣ符

号）※１とＢＣＨ符号※２を組み合わせた方式 
（※１）誤り訂正能力に優れ、並列処理によるリアルタイム復号

が可能 

（※２）任意個の誤りを訂正可能 

3 多重化 

【標準方式第 35 条の 3】 

 

・ＩＰパケットを効率よく伝送可能なＴＬＶ（Type Length 

Value）を追加 

4 映像信号の符号化 

【標準方式第 35 条の 7、

35 条の 8】 

・符号化方式は H.264 

・映像フォーマットとして 1080/60/P を追加 

5 音声信号の符号化 

【標準方式第 35 条の 9】 

・最大入力音声チャンネル数：２２．２チャンネル 

参考資料２－２ 



                                     資料 ３ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  

 

平成２1年２月４日  

 

 

 

無線設備規則及び特定無線設備の技術基準適合証明等 
に関する規則の各一部を改正する省令案について 

（平成２１年２月４日 諮問第７号） 

 

［簡易型船舶自動識別装置の導入に伴う関係規定の整備等］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  諮問内容について 

                   総務省総合通信基盤局電波部衛星移動通信課 

                         （成瀬課長補佐、松井係長） 

                         電話：０３－５２５３－５９０１ 
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諮問第７号説明資料 

 

無線設備規則及び特定無線設備の技術基準適合証明等 
に関する規則の各一部を改正する省令案について 
～簡易型船舶自動識別装置の導入に伴う関係規定の整備等～ 

 
１ 諮問の概要  

 
(1) 簡易型船舶自動識別装置の導入 

船舶自動識別装置（AIS:Automatic Identification System 以下「AIS」と

いう。）は、船舶の船名、呼出符号等の静的情報や位置、速度、針路等の動

的情報等を相互に発信し合い、それらの情報を把握することで衝突回避な

ど船舶の航行の安全に寄与するものであり、海上人命安全条約（SOLAS 条

約）に基づいて大型船舶(注)に設置が義務付けられている。 
一方、小型船舶には AIS の設置が任意であること、価格面等の理由から

普及が進んでいない状況にある。 
これを受け、小型船舶の安全性の向上を増進する観点から、国際標準化

された小型・安価で機能を簡略化した簡易型 AIS を我が国でも導入を図る

べく、情報通信審議会においてその技術的条件について審議が行われ、平

成 20 年 6 月に答申を得たところである。 
今般、総務省では、情報通信審議会の答申を踏まえ、簡易型 AIS の早期

導入を図るため、船舶局の無線設備に簡易型 AIS を追加するとともに、技

術基準適合証明設備の対象とするため、無線設備規則及び特定無線設備の

技術基準適合証明等に関する規則の各一部を改正するものである。 
（注）:国際航海に従事する旅客船、総トン数 300 トン以上の旅客船以外の船舶及び国際航海に従事

しない総トン数 500 トン以上の船舶 

 

(2) 日本語ナブテックス受信機の技術的条件の緩和 
ナブテックス受信機は、船舶に向けて放送される航行警報、気象警報、

気象予報等の海上安全情報を文字情報として受信するための無線設備であ

り、英語を用いる国際ナブテックスと日本語を用いる日本語ナブテックス

の 2 種類がある。現在、国際ナブテックス受信機については、受信した情

報を印字又は画面表示する機能のいずれかを備えればよいこととされてい

るが、日本語ナブテックス受信機については、印字機能のみが要件とされ

ている。 
今般、総務省では、日本語ナブテックス受信機についても画面表示のみ

も選択可能とするため、無線設備規則の一部を改正するものである。 
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＜改正概要＞ 
(1) 簡易型舶自動識別装置の導入関係 
 ① 簡易型船舶自動識別装置を船舶局の無線設備の機器に追加すること。 
（無線設備規則第 14 条、第 24 条、第 45 条の３の４、別表第１号及び別

表第２号関係） 
② 簡易型船舶自動識別装置を技術基準適合証明設備の対象とすること。 
（特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則第２条関係）  

(2)  ナブテックス受信機の技術的条件の緩和 
日本語ナブテックス受信機における情報の表示について、画面表示も

可能とすること。 
 （無線設備規則第 40 条の 10 関係） 

 
２ 施行時期  
 公布の日   



概 要

船舶自動識別装置の概要

３

ＡＩＳの機能を簡略化、小型化した装置

参考資料１

船舶自動識別装置を非義務船舶に広く普及

船舶自動識別装置（ＡＩＳ）

・周囲の船舶局や海岸局に対して、自船の 船名、位置、速度などの情報を

自動的に送受信することで、周囲の船舶の動静が 把握できるシステム。

・SOLAS条約の改正に基づき2002年7月から大型船舶(500t以上）に搭載を義務化

船舶局

ＡＩＳ

指定周波数

161.975MHz

162.025MHz

・船舶同士の衝突防止や輻輳海域での港湾管理に効果

約1,700隻

（義務設備）

簡易型船舶自動識別装置（簡易型ＡＩＳ）の導入

＜ＡＩＳ情報レーダー表示画面＞

効 果

概 要

・国際ＶＨＦやＤＳＣと併せて船舶航行の安全情報の確実な伝達に寄与

海岸局
AIS

アンテナ×２ 本体
表示器
（AIS用、GPS用）

アンテナ×２ 本体 表示器
（AIS用、GPS用）

大きさ：420mm×250mm×85mm程度

AIS
簡易型AIS

価格：約150万円
価格：約20～30万円

大きさ：190mm×135mm×83mm程度

＊ 2006年3月に国際的な技術基準が制定

・技術基準適合証明設備の対象

・船舶自動識別装置の技術基準(＊)を簡易化
（任意設備）



船舶自動識別装置と簡易型船舶自動識別装置の技術基準の比較

使用周波数（国際ＶＨＦの全帯域の周波数を使用） 国際ＶＨＦ帯の一部の周波数に限定

送受信情報
静的情報(船名、船種、ＭＭＳＩなど)

動的情報（緯度、経度、速度、針路など）

航行情報（予定到着時刻、目的地など）

航行情報の送信を不要

電源の二重化 電源の二重化不要

高精度ＧＰＳの内蔵

文字情報の送信機能 不 要

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号ハ)

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号チ)

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号リ)

周波数切替機能（自動及び手動）
完全自動化による送受信

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号ヌ)

ＧＰＳの内蔵不要

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号ワ)

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号カ)

(無線設備規則第４５条の３の４第１項1号ヨ)

船舶自動識別装置 簡易型船舶自動識別装置

送受信機能
時分割多元接続方式（ＴＤＭＡ）送受信機能
ＤＳＣ送受信機能 ＤＳＣ送信機能を不要

４

参考資料２



ナブテックス受信機
海上保安庁が船舶の航行安全のための情報を船舶向け送信した情報を受信する無線機器

・ＧＭＤＳＳ対応の無線機器、総トン数20トン以上の船舶に搭載が義務付
・機器は英語表示と日本語表示があり、日本語ナブテックス情報が送信される海域内を航行する船舶は日本語表示の機器で対応可能

ナブテックス受信機の技術基準の改正

印字表示

＜現 行＞ ＜改正後＞

印字表示又はディスプレイ表示のいずれか

又は

ローラ紙が不要、いつでも必要な過去の情報が画面に表示

日本語表示のナブテックス受信機は印字表示が必須であり、ディプレイ表示のみは認められない
こととなっているため、印字表示又はディプレイ表示のいずれでも可能とする。（＊）

今回の規定改正概要

ディスプレイ表示のメリット

＊ 英語表示のナブテックス受信機は平成15年にSOLAS条約の改正を受け、平成17年に国内規定が整備され、印字表示又はディ
スプレイ表示のいずれかでも可能となっている。

５

参考資料３



                                     資料 ４ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  

 

平成２１年２月４日  

 

 

 

周波数割当計画の一部変更案について 

（平成２１年２月４日 諮問第８号） 

 

［簡易型船舶自動識別装置の導入に伴う周波数割当計画の変更］ 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  諮問内容について 

                   総務省総合通信基盤局電波政策課 

                         （星調整官、長澤係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８７５ 
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諮問第８号説明資料 

 

周波数割当計画の一部変更案について 

 

Ⅰ 簡易型船舶自動識別装置の導入 

 

船舶自動識別装置（AIS：Automatic Identification System 以下「AIS」という。）

は、船舶の船名、呼出符号などの静的情報や位置、速度、針路などの動的情報を相互に

発信し、その情報を把握することで航行の安全に寄与するものであり、2000 年 12 月、

国際海事機関（IMO）において採択された海上人命安全条約（SOLAS 条約）に基づき、国

際航海に従事する大型船舶等に対して設置が義務付けられている。 

一方で、小型船舶には AIS の設置が任意であること、価格面などの理由から普及が進

んでいない状況にある。 

これを受け、小型船舶の安全性の向上を増進する観点から、国際標準化された小型・

安価で機能を簡略化した簡易型 AIS を我が国でも導入を図るべく、情報通信審議会にお

いてその技術的条件について審議が行われ、平成 20 年 6 月に答申を得たところである。 

本件は、情報通信審議会の答申を踏まえ、簡易型船舶自動識別装置に対して、ＩＴＵ

－Ｒ勧告で定められた周波数（161.475～162.05MHz 帯の周波数）を割当て可能となるよ

うに周波数割当計画の一部を変更しようとするものである。 

156
【MHz】

157.45 160.6 160.975 161.475 162.05

国際VHF用

船舶自動識別装置用

国際VHF用

船舶自動識別装置用

国際VHF用

船舶自動識別装置用

簡易型船舶自動識別
装置用

 
[変更内容] 

周波数割当表中、161.475-162.05MHz 帯の無線局の目的に「簡易型船舶自動識別装置

用」を追加する。 

 

Ⅱ スケジュール 

 

答申受領後、速やかに周波数割当計画を変更し、官報に掲載する。 



                                     資料 ５ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  

 

平成２１年２月４日  

 

 

 

イー・モバイル株式会社所属 

特定無線局の包括免許について 

（平成２１年２月４日 諮問第９号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  諮問内容について 

                   総務省総合通信基盤局電波部移動通信課 

                         （石谷課長補佐、白壁係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８９３ 
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諮問第９号説明資料 

 

 

イー・モバイル株式会社所属 

特定無線局の包括免許について 
 

 

１ 包括免許申請の概要 

 

申請者 イー・モバイル株式会社 

特定無線局の種別 陸上移動局 

目的 電気通信業務用 

開設を必要とする理由 

小電力レピータを利用して、屋内における携帯電話の圏外

の解消を促進する事により、携帯電話サービスの向上を図

るために本無線局の開設を必要とする。 

通信の相手方 免許人所属の基地局、陸上移動中継局又は陸上移動局 

電波の型式 5M00 G7W､G1A､G1B､G1C､G1D､G1E､G1F､G1X 

希望する周波数の範囲

及び空中線電力 

1762.4MHz 0.04W 

1857.4MHz 0.01W 

最大運用数 45,140局（全国合計） 

運用開始予定期日 免許の日から６月以内の日 

 

 

 

２ 審査結果の概要 

 

審査の結果、別紙１及び２のとおり、電波法（昭和25年法律第131号）第27条の４第 

１号及び第２号の規定に適合していると認められるので、包括免許を与えることとした 
い。 
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別紙１ 

審査結果の概要 

審査項目（関連条項） 判定 審査概要 

周波数の割当てが可能であること

（電波法第27条の４第１号） 

適 申請者が希望する周波数は、既に申請者に割り当

てられていることから、本件特定無線局に係る周波

数の割当ては可能であると認められる。 

総務省令で定める特定無線局の開設

の根本的基準に合致すること（電波法

第27条の４第２号） 

適 次に示すとおり、特定無線局の開設の根本的基準

に合致していると認められる。 

 ア それらの局を開設することに

よって提供しようとする電気通

信役務が、利用者の需要に適合す

るものであること。（特定無線局

の開設の根本的基準（平成９年郵

政省令第72号）第２条第１号） 

適 本件特定無線局は、利用者からの要望を踏まえ、

屋内における携帯電話の圏外を解消することを目的

とするものであり、利用者の需要に適合していると

認められる。 

 イ 包括免許を受けようとする者

は、それらの局の最大運用数によ

る運用における電気通信事業の

実施について適切な計画を有し、

かつ、当該計画を確実に実施する

に足りる能力を有するものであ

ること。（特定無線局の開設の根

本的基準第２条第２号） 

適  別添のとおり、開設無線局数が最大運用数に達す

る場合であっても、電波法関係審査基準（平成13年

１月６日総務省訓令第67号）に基づき算定した収容

可能無線局数を下回るため、最繁時に通信が可能で

あると認められることから、当該最大運用数による

運用における電気通信事業の実施について、適切な

計画を有していると認められる。 

 また、申請者は既に相当数の携帯電話用無線局の

開設及び全国規模の電気通信事業の実施の実績を有

していることから、最大運用数による運用における

電気通信事業の実施についての計画を確実に実施す

るに足りる能力を有していると認められる。 

 ウ それらの局を開設する目的を

達成するためには、それらの局を

開設することが他の各種の電気

通信手段を使用する場合に比較

して能率的かつ経済的であるこ

と。（特定無線局の開設の根本的

基準第２条第３号） 

適  本件特定無線局の開設は、安価かつ迅速に屋内に

おける携帯電話の圏外の解消を目的とするものであ

り、当該目的に照らし、他の各種の電気通信手段を

使用する場合に比較して能率的かつ経済的であると

認められる。 

 エ その他それらの局を開設する

ことが電気通信事業の健全な発

達と円滑な運営とに寄与するこ

と。（特定無線局の開設の根本的

基準第２条第４号） 

適 本件特定無線局の開設は、屋内における携帯電話

の圏外の解消を目的とするものであり、電気通信事

業の健全な発達と円滑な運営に寄与するものと認め

られる。 
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別紙２ 

 

 

 

管轄区域 

 

収容可能無線局数 

 

申請のあった最大運用数 

北海道総合通信局 37,600 1,683 

東北総合通信局 47,650 2,523 

関東総合通信局 229,250 16,960 

信越総合通信局 18,700 1,498 

北陸総合通信局 30,500 740 

東海総合通信局 92,700 6,009 

近畿総合通信局 112,900 8,553 

中国総合通信局 42,750 2,319 

四国総合通信局 22,350 661 

九州総合通信局 67,200 3,884 

沖縄総合通信事務所 5,400 310 

全国合計 707,000 45,140 

 

 



（参考１）イー・モバイル株式会社の概要

名称 イー・モバイル株式会社

代表者
千本 倖生 代表取締役会長兼CEO
エリック・ガン 代表取締役社長兼COO

設立 2005年１月

開設計画の
認定を受けた日

2005年11月9日

端末の包括免許日 2007年3月19日

サービス開始日
2007年3月31日 データ通信サービス開始

2008年3月28日 音声通信サービス開始

通信方式 W-CDMA

加入者数 112万加入（2008年12月末現在）

エリアカバー率 86.6％（2008年9月末現在）

開設計画における
エリアカバー率

95.1％（2011年度末）

売上高 676億円（2007年度末）

4

（イー・モバイルの端末の例）

2005年11月に1.7GHz帯の開設計画の認定を受け、2007年３月
からサービス開始

全加入者中、データ通信サービスのみの加入者が約９割



（参考２）携帯電話用小電力レピータとは

携帯電話用小電力レピータの導入

5

携帯電話

基地局

家の壁で基地
局からの電波
が減衰するた
め、圏外になっ
てしまう。

携帯電話

基地局

レピータ屋外器

小型の中継装
置（レピータ）に
より、電波の届
きにくい屋内も
圏内になる。

レピータ屋内器



（参考３）包括免許制度とは

携帯電話端末等の無線局について、個別の無線局毎に免許を受ける

ことなく、一つの免許により同一タイプの複数の無線局の開設を可能

とする制度（電波法第27条の２等）

免許

個別免許制度

免許 免許 免許

包括免許

包括免許制度

6



                                     資料 ６ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  

 

平成２１年２月４日  

 

 

 

JSAT MOBILE Communications株式会社所属特定無線局の 
包括免許について 

（平成２１年２月４日 諮問第１０号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  諮問内容について 

                   総務省総合通信基盤局衛星移動通信課 

                         （永田課長補佐、吉田係長） 

                         電話：０３－５２５３－５９０２ 
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JSAT MOBILE Communications 株式会社所属特定無線局の包括免許について 

 

１ 概要 

現在、我が国では、陸上用をはじめとした遭難安全通信機能を有していないインマルサットシステ

ムについては、KDDI 株式会社及び株式会社日本デジコムが携帯移動地球局の包括免許を取得し、

運用しているところである。 

本件は、JSAT MOBILE Communications 株式会社が、インマルサット携帯移動衛星通信事業に

参入し、サービスを提供するために使用するインマルサット BGAN 型携帯移動地球局の包括免許

の付与について、諮問を行うものである。 

 

２ 包括免許申請概要 

無線設備の規格 
インマルサット携帯移動地球局のインマルサット BGAN 型の無線設備

（無線設備規則第 49 条の 24 第 7 項） 

申 請 者 
JSAT MOBILE Communications 株式会社 

（会社概要は別紙１のとおり） 

包括免許人の事務所 東京都港区麻布台 1-7-2 神谷町サンケイビル 7 階 

無線局の目的 電気通信業務用 

開設を必要とする理由 携帯移動衛星通信サービスによる電気通信サービスを提供するため 

通信の相手方 インマルサットシステムの人工衛星局 

電波の型式、希望する 

周波数の範囲等 
別紙 2 のとおり 

最大運用数 252 局 

運用開始の予定期日 免許の日から 6 月以内の日 

 

３ 包括免許の審査 

 関東総合通信局において審査した結果、当該免許申請は、別紙 3 のとおり電波法第 27 条の 4
各号の規定に適合していると認められたものである。 

諮問第 10 号説明資料 
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別紙１ 

会社概要 
 
 
 

商号 JSAT MOBILE Communications 株式会社 

会社設立の年月日 平成 20 年 8 月 8 日 

代表取締役社長 澁谷 惠 

目的 電気通信事業法に基づく電気通信事業 

資本金の額 2 億円 

 
 
 



別紙２

電波の型式 備考

21K0 G7W 1626.51125 MHzから 1637.63875 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.16125 MHzから 1645.48875 MHzまで

1646.51125 MHzから 1660.48875 MHzまで

42K0 D7W 1626.52125 MHzから 1637.62875 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.17125 MHzから 1645.47875 MHzまで

1646.52125 MHzから 1660.47875 MHzまで

42K0 G7W 1626.52125 MHzから 1637.62875 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.17125 MHzから 1645.47875 MHzまで

1646.52125 MHzから 1660.47875 MHzまで

84K0 D7W 1626.54250 MHzから 1637.60750 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.19250 MHzから 1645.45750 MHzまで

1646.54250 MHzから 1660.45750 MHzまで

84K0 G7W 1626.54250 MHzから 1637.60750 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.19250 MHzから 1645.45750 MHzまで

1646.54250 MHzから 1660.45750 MHzまで

189K D7W 1626.59500 MHzから 1637.55500 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.24500 MHzから 1645.40500 MHzまで

1646.59500 MHzから 1660.40500 MHzまで

189K G7W 1626.59500 MHzから 1637.55500 MHzまで 2.3 W インマルサットシステムの人工衛星向け

1638.24500 MHzから 1645.40500 MHzまで

1646.59500 MHzから 1660.40500 MHzまで

周波数

電波の型式、希望する周波数の範囲等

空中線電力
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別紙３ 

- ４ - 

審査結果の概要 

 

審査項目（適用条項） 判定 審査概要 

周波数の割当てが可能であること 

（電波法（昭和 25 年法律第 131 号）第 27 条の

4 第 1 号） 
適 

 本件申請に係るインマルサット携帯移動地

球局に割当可能な周波数は、周波数割当計画

（平成 20 総務省告示第 714 号）に定められ

ているところ、申請者が希望している周波数

は、これに適合するものであり、周波数の割

当ては可能であると認められる。 

総務省令で定める特定無線局の開設の根本的基

準に合致すること 

（電波法第 27 条の 4 第 2 号） 

適 

 次に示すとおり、特定無線局の開設の根本

的基準に合致していると認められる。 

 それらの局を開設することによって提供しよ

うとする電気通信役務が、利用者の需要に適

合するものであること。 

（特定無線局根本基準第 2 条第 1 号（平成 9

年郵政省令第 72 号。以下「特定無線局根本基

準」という。）） 

適 

 本件特定無線局は、海上において世界的に

使用可能な船舶向け高速通信サービスに対す

る要望を踏まえ、船舶向けの高速 IP パケット

通信サービスや電話・ＦＡＸサービスを提供

するものであり、利用者の需要に適合してい

ると認められる。 

包括免許を受けようとする者は、それらの局

の最大運用数による運用における電気通信業

務の実施について適切な計画を有し、かつ、

当該計画を確実に実施するに足りる能力を有

するものであること。 

（特定無線局根本基準第 2 条第 2 号） 

適 

 別添のとおり、最大運用数による運用にお

ける業務の実施について、適切な計画を有し

ていると認められる。 

また、申請者は、当該計画に従って本件特

定無線局に係る電気通信事業を実施すること

としており、既に電気通信事業者として衛星

通信事業の実績を有しているスカパーJSAT

株式会社等から技術要員や設備の支援、出資

を受けていることをかんがみれば、当該計画

を確実に実施するために必要な電気通信設

備、技術要員の確保等が図られ、当該計画を

確実に実施するに足りる能力を有していると

認められる。 

それらの局を開設する目的を達成するために

は、それらの局を開設することが他の各種の

電気通信手段を使用する場合に比較して能率

的かつ経済的であること。 

（特定無線局根本基準第 2 条第 3 号） 

適 

本件特定無線局の開設は、世界的に使用可

能な船舶向けの高速通信サービスの提供を目

的とするものであり、当該目的に照らし、既

存の人工衛星を通信の相手方とする本件特定

無線局の開設は、他の電気通信手段を使用す
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る場合に比較して能率的かつ経済的であると

認められる。 

その他それらの局を開設することが電気通信

事業の健全な発達と円滑な運営とに寄与する

こと。 

（特定無線局根本基準第 2 条第 4 号） 

適 

 本件特定無線局の開設により、世界的に使

用可能な船舶向けの高速通信サービスの提供

範囲が拡大することから、我が国における電

気通信事業の健全な発達と円滑な運営とに寄

与すると認められる。 
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審査結果補足説明 

 

＜最大運用数の審査＞ 

 申請された最大運用数については以下のとおり。 

 

申請者の利用者数見込み 

年度（平成） 20 21 22 23 24 25 
無線局数（累計） 5 24 59 108 173 252 

 

申請された最大運用数は 252 局であり、審査基準別紙 2 第 4 1（6）イ（イ）に規定され

ているインマルサット BGAN 型の最大運用数は 6,000,000（1 衛星あたりの最大運用数）

であるところ、全世界の契約数が約 22,000（2008 年 1 月末時点）であることから、申請

された最大運用数を収容することは可能であると認められる。また、最大運用数の根拠は、

船舶向けの需要として、日本の商船が年間約 150 隻就航しており、インマルサットを 100％
搭載していることから、申請者がその内のシェアを段階的に獲得することを想定したもの

であり、特段の問題はないと認められる（下記参照）。 

 

年度（平成） 20 21 22 23 24 25 
日本商船就航数 

（年度毎想定） 
150 150 150 150 150 150 

申請者獲得率 

（年度毎想定） 
3% 13% 23% 33% 43% 53% 

申請者獲得数 

（年度毎想定） 
5 19 35 49 65 79 

無線局数（累計） 5 24 59 108 173 252 
 

別添 



インマルサットＢＧＡＮ型システムの概要

1.6/1.5GHz帯

6.4/3.6GHz帯

インマルサット衛星

地上ゲートウェイ局

インマルサット携帯移動地球局の
インマルサットＢＧＡＮ型

（携帯端末用）
大きさ：A5～A3
重さ：1～2kg

インターネット接続等

インターネット接続等

事務所など

インターネット

最大492kbps
(ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ)

音声 ﾃﾚｯｸｽ ＦＡＸ（伝送速度） データ（伝送速度） 用途 備考

ｲﾝﾏﾙｻｯﾄ

ＢＧＡＮ型

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ ― 14.4kbps
（最大）

492kbps（最大） 携帯端末用 ―

432kbps（最大） 船舶搭載用 自動追尾機能あり

492kbps（最大） 車載用

○ システム概要

参考１

○ システムイメージ

最大492kbps
(ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ)

最大432kbps
(ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ)

インマルサット携帯移動地球局の
インマルサットＢＧＡＮ型

（船舶搭載用）

インマルサット携帯移動地球局の
インマルサットＢＧＡＮ型

（車載用）
大きさ：φ50cm×高さ15cm
重さ：4～5.5kg

大きさ：φ35～63cm×35～60cm
重さ：3～20kg

※BGAN型開設無線局数：380局（H20.12月末現在）

今回の包括免許申請

※今回の包括免許では、最大284kbps（ｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ）の
小型端末を使用する予定。
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A型

B型

Aero型
（低利得型)
（中利得型）
（高利得型）

M型

ﾐﾆM型（高速ﾃﾞｰﾀ）

デジタル化
小型化

120kg/120cm

100kg/120cm

小型化小型化

5kg/85cm

2.4kg/37cm
13kg/50cm

80kg/84cm

インマルサットシステム（端末）系統図

10kg/40cm

小型化

63kg/170cm  
重量/ﾚﾄﾞｰﾑ径

C型
小型化

D型

1kg/16cm 600g/10cm

1～2kg/A5～A3

アナログ

高速化
（128kbps程度）

ＩＰ化

技術動向

更なる高速化
（492kbps程度）

ＩＰ化

船舶系 陸上系 航空系

ﾐﾆM型

49kg/170cm
重量/ﾚﾄﾞｰﾑ径

F型 Aero高速ﾃﾞｰﾀ型（高利得型）
64kbps→128kbpsに

高速化(H18.6)

参考２

GMDSS
対象設備

A 型
携帯移動地球局船舶地球局

2007.12.31
サービス廃止

船舶搭載用

BGAN型

3～20kg/35～63cm

車載用
携帯端末用

4～5.5kg /50cm

2007.12.31
サービス廃止

2008.2
サービス開始

今回の
包括免許申請

1. ※最大284kbps（ｱｯﾌﾟ/
ﾀﾞｳﾝ）の小型端末 を

使用する予定

2005.12
サービス開始（最大492kbps） （最大492kbps）

（最大432kbps）



                                     資料 ７ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  

 

平成２１年２月４日  

 

 

 

日本放送協会平成２１年度収支予算等に 

付する総務大臣の意見について 
（平成２１年２月４日 諮問第１１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  諮問内容について 

                   総務省情報流通行政局放送政策課 

                         （飯嶋課長補佐、石井係長） 

                         電話：０３－５２５３－５７７８ 
 



日本放送協会平成２１年度収支予算、事業計画及び資金計画に付する 

総務大臣意見 

 

 

平成２３年７月に迫ったデジタル放送への完全移行や、放送・通信の融合の一層の進展等、

放送をめぐる環境が大きく変化する中で、日本放送協会（以下「協会」という。）は、抜本的

な経営改革を着実に推進し、国民・視聴者から信頼される公共放送として、その社会的使命

を確実に果たしていくことが求められている。 

協会の平成２１年度の収支予算、事業計画及び資金計画（以下「収支予算等」という。）に

ついては、「平成２１～２３年度 ＮＨＫ経営計画」（以下「経営計画」という。）の初年度と

して、経営計画で掲げた経営９方針に従い、視聴者の信頼を高めるため組織風土改革、信頼

される多様で質の高い放送、受信料の公平負担に向けた取組の強化、円滑な完全デジタル化

等の取組を確実に進めるとともに、経営資源を多様で質の高いコンテンツの提供、報道体制

の強化、他メディアへの展開等に重点配分しつつ、経費を圧縮し効率化を進めることとして

おり、これを着実に遂行すべきものと認める。 

しかしながら、協会として、組織を挙げてコンプライアンスの確立に取り組んできたにも

かかわらず、職員による不祥事はなお後を絶たず、協会においては、国民・視聴者からの信

頼回復に向けて一層改革を進めていくことが必要である。 

また、依然として受信料を支払うべき者の約３割近くが不払いや未契約となっている現状

を真しに受け止め、受信料の公平負担の徹底に向けて全力で取り組むことが必要である。 

その上で、協会においては、我が国の放送の発展等に資するべく、平成２３年７月のデジ

タル放送への完全移行に向けてあまねく全国においてデジタル放送を受信できるよう措置す

る等、放送法において求められる公共放送としての使命を確実に遂行し、国民・視聴者の負

託に応えることが求められる。 

以上を踏まえ、協会は、収支予算等の実施に当たり、特に下記の点に配意すべきである。 

 

 

記 

 

１ 経営改革の推進 

公共放送としての役割や社会的使命を改めて認識し、経営委員会と執行部が緊密に連携

しつつ、それぞれの役割を全うすることにより、改革の果実が国民・視聴者に適切に還元

されるよう、組織一体となって改革の実現に全力で取り組むこと。 

また、職員によるインサイダー取引に続き、職員による経費の不正支出が再び発覚した

ことは、コンプライアンスの確立に向けた協会のこれまでの取組が十分でなかったことを

改めて示すものであり、組織風土改革に徹底して取り組むとともに、公共放送に携わる者

としての職員の高い倫理意識の確立に努めること。 
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２ 受信料の公平負担の徹底 

受信料制度について国民・視聴者の理解が深まるよう、その意義や仕組み、改革に向け

た協会の具体的取組について、保有するあらゆる媒体を通じた告知等を徹底すること。   

あわせて、未収対策業務の強化や民事手続きによる支払督促、事業所割引や業界団体に

よる取りまとめの活用等の各種施策を推進し、受信料の公平負担の徹底に向けて全力で取

り組むこと。 

さらに、視聴環境の変化や技術革新の動向等を踏まえ、国民・視聴者の視点に立った公

平・公正かつ透明性のある受信料体系の確立に向けて、引き続き不断の見直しを行うこと。 

なお、受信契約に係る契約収納関係経費について、営業経費率が１１．５％と依然とし

て高い水準にあることにかんがみ、契約収納業務の一層の効率化を進め、契約収納関係経

費の削減に努めること。 

 

３ 業務の合理化 

受信料を財源とする公共放送として、一層質の高い放送・サービスを、より効率的・効

果的な体制で実施するため、業務全般について抜本的な見直しを行い、業務の合理化・効

率化を徹底すること。 

あわせて、協会が任意に保有する子会社等について、更なる整理・統合計画の検討を進

めるとともに、競争契約を一層推進し、また、財務状況に応じた適切な配当の実施を求め

る等、子会社等の事業運営の透明性、健全性の向上に努めること。 

また、受信料を主な財源とする公共放送として、国民・視聴者に対する説明責任を全う

する観点から、協会や子会社の経営・業務等に関する情報公開を一層積極的に進めること。 

 

４ 地上テレビジョン放送のデジタル化 

平成２３年７月のデジタル放送への完全移行に向けた対応に万全を期するため、中継局

整備や協会が保有する共同受信施設のデジタル化を可能な限り前倒しをして取り組むとと

もに、デジタル化により電波が届かなくなる地域への対策等の受信環境の整備に関して公

共放送としての役割を十二分に果たすこと。 

また、放送番組やスポット等の手段により国民・視聴者に対してきめ細かな周知・広報

や受信者からの相談等に積極的に取り組むだけでなく、デジタル放送の魅力を国民に十分

に認識いただけるよう、データ放送の活用やマルチ編成等のデジタル放送の特長を活かし

た番組制作にこれまで以上に、また、他の放送事業者に率先して取り組むこと。 

あわせて、地上・ＢＳアナログ放送の終了について、視聴者の理解が深まるよう、情報

の一元的・効率的な提供に努めること。 
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５ 放送番組の充実 

放送番組の編集に当たっては、国民・視聴者の視点に立ち、その期待に応え、公共放送

に対する多様な要望を満たすとともに、我が国の文化の向上に寄与するよう最大の努力を

払うこと。 

特に報道番組については、日本及び世界の情報を迅速かつ的確に伝える等、その充実を

図り、放送法の趣旨を十分に踏まえ、正確かつ公平な報道に対する国民・視聴者の負託に

的確に応えるとともに、災害その他の緊急事態における報道体制を充実・強化し、緊急地

震速報をはじめ被災者等に役立つ正確かつよりきめ細かな情報の一層迅速な提供に努める

こと。 

また、地域放送については、地域の抱える様々な課題に積極的に取り組むとともに、地

域からの情報発信の強化に一層努めること。 

さらに、放送された番組に寄せられた国民・視聴者からの意見や要望に真しに耳を傾け、

それらの意向を適切に反映するよう努めるとともに、視聴覚障害者向け放送普及行政の指

針にのっとり、字幕放送や解説放送の計画的な継続・拡充に努めること。 

 

６ 国際放送の充実 

外国人向けテレビ国際放送の実施に当たっては、より多くの視聴者を確保するため、我

が国の文化・産業等の発信を通じて我が国の対外イメージの向上等に資する番組の提供に

努めること。また、国、地域の実情に応じた配信体制を整備するとともに、インターネッ

トも活用すること。 

さらに、協会の国際放送子会社の事業運営について、民間企業との十分な連携により、

その活力やノウハウが導入され、多様な収入源が確保されるよう努めること。 

ラジオ国際放送については、海外における聴取実態等を踏まえつつ、より一層効果的か

つ効率的な実施に努めること。 

 

７ 番組アーカイブの活用 

協会の保有する放送番組等については、受信料を負担する国民・視聴者にとっての貴重

な資産であることにかんがみ、その積極的な利活用を図ること。その際、ＮＨＫオンデマ

ンドサービスをはじめ、多様なメディアを通じた利用環境の一層の充実を図ることにより、

国民・視聴者の利便性の向上に努めること。 

 

３ 



                                     資料 ８ 

 

電波監理審議会会長会見用資料                  
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広帯域電力線搬送通信設備の型式指定処分に係る 
異議申立ての付議について 

（平成２１年２月４日 付議第２号） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 （連絡先） 

                  電波監理審議会について 

                   総務省総合通信基盤局総務課 

                         （石田課長補佐、中島係長） 

                         電話：０３－５２５３－５８２９ 

                  付議内容について 

                   総務省総合通信基盤局電波環境課 

                         （大泉電波監視官、元村係長） 

                         電話：０３－５２５３－５９０５ 
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付議第２号説明資料 

 

広帯域電力線搬送通信設備の型式指定処分に係る 

異議申立ての付議について 

 

１ 異議申立年月日 

  平成 21 年１月 20 日 

 

２ 異議申立人 

  アマチュア無線家ら 115 名 

 

３ 異議申立てに係る処分 

  平成 20 年 12 月９日に官報告示（総務省告示第 649 号及び第 657 号）した広帯域

電力線搬送通信設備の型式指定処分 

 

○ 平成 20 年 12 月９日付け総務省告示第 649 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

株式会社クールテクノロジーズ 

ＨＭＳ－Ｈ100 

第ＡＴ－08007 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

アドソル日進株式会社 

ＥＳ801Ｓ063－Ａ 

第ＡＴ－08008 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

株式会社ルネサスソリューションズ 

Ｒ０Ｋ508000Ｄ102ＢＲ 

第ＡＴ－08009 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

株式会社タムラ製作所 

Ｌ－23200024－00 

第ＡＴ－08010 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

株式会社アイ・オー・データ機器 

ＰＬＣ－ＥＴ／Ｍ２ 

第ＤＴ－08003 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

ＶＬ－ＣＰ850 

第ＨＴ－08003 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称 

型式名 

指定番号 

パナソニックコミュニケーションズ株式会社 

ＢＬ－ＰＡ510 

第ＨＴ－08004 号 
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○ 平成 20 年 12 月９日付け総務省告示第 657 号 

・ 製造業者等の氏名又は名称

型式名 

指定番号 

株式会社日立製作所 

ＰＴＰＬＣ 

第ＡＴ－08011 号 

 

４ 異議申立ての趣旨及び理由 

  広帯域電力線搬送通信設備が２ＭＨｚ～30ＭＨｚの周波数を利用することに伴

い、これまで同周波数を使用してアマチュア無線を行ってきた申立人らが、広帯域

電力線搬送通信設備による混信や電波妨害等によってアマチュア無線を使用でき

なくなるおそれが極めて高くなったとして、同周波数を使用する広帯域電力線搬送

通信設備について、平成 20 年 12 月９日に官報に告示した型式指定処分の取消しを

求めるもの。 

 

５ 備考 

  今回の異議申立てには、証拠説明書及び書証一式は添付されていない。 

 

注：「型式指定処分」 

  広帯域電力線搬送通信設備を設置しようとする者は、当該設備につき、総務大臣

の許可を受けなければならないこととされている（電波法第 100 条第１項第１号）

が、その型式について総務大臣の指定を受けた設備については、当該許可を受ける

ことなく設置することができる（電波法第 100 条第１項第１号かっこ書き及び電波

法施行規則第 44 条第１項第１号（１））。 
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（参照条文） 

 

○ 電波法（昭和 25 年法律第 131 号） 

 （電波監理審議会への付議） 

第八十五条 第八十三条の異議申立てがあつたときは、総務大臣は、その異議申立

てを却下する場合を除き、遅滞なく、これを電波監理審議会の議に付さなければ

ならない。 

 

 （高周波利用設備） 

第百条 左に掲げる設備を設置しようとする者は、当該設備につき、総務大臣の許

可を受けなければならない。 

 一 電線路に十キロヘルツ以上の高周波電流を通ずる電信、電話その他の通信設

備（ケーブル搬送設備、平衡二線式裸線搬送設備その他総務省令で定める通信

設備を除く。） 

 

○ 電波法施行規則（昭和 25 年電波監理委員会規則第 14 号） 

（通信設備） 

第四十四条 法第百条第一項第一号の規定による許可を要しない通信設備は、次に

掲げるものとする。 

一 電力線搬送通信設備(電力線に一〇ｋＨｚ以上の高周波電流を重畳して通信

を行う設備をいう。以下同じ。)であつて、次に掲げるもの 

(1) 定格電圧一〇〇ボルト又は二〇〇ボルト及び定格周波数五〇ヘルツ又は

六〇ヘルツの単相交流を通ずる電力線を使用するものであつて、その型式に

ついて総務大臣の指定を受けたもの 

２ 前項第一号の(1)の総務大臣の指定は次に掲げる区分ごとに行う。 

二 屋内において、２ＭＨｚから３０ＭＨｚまでの周波数の搬送波により信号を

送信し、及び受信する電力線搬送通信設備（以下「広帯域電力線搬送通信設備」

という。） 

 

 

 




